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地域おこし協力隊の佐藤拓真さん（前列中央）と
観光協会のスタッフ



特集 地域おこし協力隊地域おこし協力隊との座談会との座談会
令和６年10月30日実施

地域おこし協力隊とは？

　地域おこし協力隊は、都市地域から過疎地域などの
条件不利地域に生活の拠点を移し「地域協力活動」を行
いながら定住定着を図り、「地域力の維持・強化」を目
的とした、総務省管轄の制度です。
　湖西市では、令和４年度の湖西・新居観光協会の発
足にあわせて、更なる観光振興のため新たな視点で観
光情報を発信できる隊員を募集し、神奈川県からの移
住者・佐藤拓真さん（27歳）を協力隊員第１号として、
令和４年12月（最長３年）に委嘱しました。
　佐藤さんの任期は令和７年12月４日までです。

活動の内容は？活動の内容は？
海湖館の観光協会を拠点に、湖西市の PR活動全般を
実施しています。

●観光協会と個人の Instagramで情報発信

●観光協会HP更新

● �「月刊 sato」のデザイン、発行�
（令和６年１月から毎月発行し、市内80店舗に掲示）

●新居町情報発信 PRチーム内での情報発信

うれしかったこと、よかったことは？うれしかったこと、よかったことは？
　地域の人たちに、地域おこし協力隊の「佐藤拓真」を
認識してもらったことです。

　町で知らない人から活動の応援をしていただいたこ
ともうれしかったです。
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市民に伝えたいことは？市民に伝えたいことは？
　湖西市には皆さんの知らない魅力的
なところが沢山あるので、車・自転車・
歩きで回ってみてください。
　それぞれ違った面白い景色、お店に
出会えるはずです。

市や議会に望むことは？市や議会に望むことは？
　市議会議員1人1人の活動、政策が
分かりにくい気がします。市民の声を
反映してもらいたいです。
　市民の生活、来訪者が不便にならな
いよう、環境整備を進めてほしいです。

残りの任期で達成したいことは？残りの任期で達成したいことは？
● �任期３年間で感じた湖西市のこと、好きなお店、行ってもらいたい店を
紹介するマップ作成

●退任後に向けたデザイン、広報業務の継続

●イベントのチラシ、ポスター、ショップカードデザイン作成

●海湖館での体験活動の充実化

●町歩きガイド

湖西・新居観光協会の�
SNS はこちら

佐藤拓真さんの
SNSはこちら
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この中から
２つの質問を
紹介します !!

12月定例会ではこんなことが決まりました

議案に対する質疑

問 松くい虫被害にあった松を伐採する事
業の概要と規模は。

答 　森林保護対策費は市所有の保安林で枯れ松
180本を伐採し、木材を笠子廃棄物処分場で適
切に処分する。河川等管理運営費の伐採箇所は
浜名川および浜名川支線の河川堤防で、県道新
居浜名線（旧国道１号）松山橋から浜名湖までの
枯れ松167本の伐採を行う。伐採した松は、笠
子処分場に搬入する予定である。工事期間は、
令和７年５月末までの完了を目指す。

森林保護対策費、河川等管理運営費
� 2,552万2,000円

議案第107号

問 補正予算に至った経緯は。

答 　新居斎場進入道路は、令和４年度に工事に着
手し事業を進めてきたが、主に２つの要因に
より、補正予算を計上する。１点目は、粘性
土が確認され、残土運搬先の調整に時間を要
し、処分費にも不足が生じた。２点目は、湧
水が発生し、その対策を講じるために時間と
費用を要することとなった。これらを踏まえ、
新たに２億円を計上し、令和７年度末の供用
開始を目指す。

火葬場管理運営費　２億円

令和６年度湖西市一般会計補正予算（第７号）

条例の制定・・・・・・・・・・・・・・・１件
条例の一部改正・・・・・・・・・・・８件
補正予算・・・・・・・・・・・・・・・・・５件
その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３件

合計17件

会　期
令和６年12月20日

～

令和７年� １月21日
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議案第102号　湖西市行
政財産の目的外使用に関す
る使用料条例制定について

可
決

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ － ○ ○

議案第4号　湖西市議会の
議員の議員報酬及び費用弁
償等に関する条例の一部を
改正する条例制定について

可
決

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

賛否が分かれた議案一覧

※「○」は賛成、「●」は反対。　※議長（馬場衛）は採決に加わらない。

4 12 月定例会ではこんなことが決まりました



　本条例は行政財産の適正な目的外使用
を確保し、その対価として公正な使用料
を徴収することを目的としており、行政
財産の利用に関する明確な指針を提供す
ることで、不必要なトラブルを未然に防
ぎ、より効率的で公平な資産運用が可能
になると確信し賛成する。� （竹内祐子）

○賛成

　住民福祉などは既に各施設の条例に盛
り込まれ、他自治体の既設条例と比較し
ても、大きな条文・条項の欠落は確認で
きず、速やかに条例を制定し湖西市の収
入増を図るべきと考え賛成する。
� （神谷里枝）

　条例を制定するのであれば、誰のため・
何のための条例なのか明確にするべきだ
と思う。目的外使用を認めることで市民
の公共福祉の増進、地域の活性化、地域
産業・地場産業企業の振興に寄与すると
明確にすることで湖西市の発展にもつな
がると考え反対する。� （楠　浩幸）

　市議会議員の報酬は独自で決めるべ
きであり、人事院勧告に準拠して市職
員と同様に引き上げを行うことは適当
ではないと考え反対する。�（相曽桃子）

　本条例の基本となる格子を条項立てて
条文として明記し、各条項の詳細や運用
を規則で定めるべきと考える。市民の利
用、市民福祉の向上、トラブルの予防及
び回避、コンプライアンスの観点からも
市民目線で、分かりやすく透明性のある
条例にすべきと考え反対する。（寺田　悟）

実際の議会を議場で見ることができます。詳しくは市議会の
ウェブサイトをご覧いただくか、議会事務局までお問合せください。

議会の傍
ぼうちょうぼうちょう

聴、インターネット中継
議会の傍聴

▲

●反対

●反対

　本条例は、意図が不明瞭で定義の明確
化が不足している。さらに、使用料第2条
の「市長が定める額」についても詳細な基
準が不明瞭で、市民や利用者に不透明な
印象を与える。市民が理解しやすく、公
平性・透明性をもった条例となるよう再
検討を求め反対する。� （福永桂子）

【本会議での討論】
〈議案第102号〉湖西市行政財産の目的外使用に関する使用料条例制定について

〈議案第４号〉湖西市議会の議員の議員
報酬及び費用弁償等に関する条例の�
一部を改正する条例制定について

512 月定例会ではこんなことが決まりました



市長所信表明の「地震・津波対策」について

市長所信表明４つの柱について

湖西市議会 本会議インターネット放送 本会議の放送はこちらから（YouTube へ）

https://www.city.kosai.shizuoka.jp/gikai/index.html

湖西市議会公式サイト
ウェブサイトで本会議の映像を見ることができます。

加藤　治司�議員

　一般質問は、議案と関係なく市の行政全般
にわたり、事務の執行状況や将来の方針につ
いて所信をただし、あるいは報告・説明を求
めるもので、定例会に限って行われます。
　今回の12月定例会では、新市長を迎えて
13人の議員が市長所信表明に対して一般質
問を行いました。

そこが聞きたい ! !

一般質問

湖西市議会　再生リスト
令和 6 年 12 月定例会

一般質問の
動画はこちら

　「静岡モデル推進検討会」で検討中の防潮堤整備について、市長の考えは。問

　防潮堤整備については、整備に係る課題も多く充分な時間をかけて検討する必要

があり、難しい判断になると感じている。整備の方向性は、令和７年度中に結論を

出すことを目指し、学識者、国・県行政関係機関、市民代表、庁内関係部署などの委員で

構成される協議会での審議結果なども踏まえて、最終的な結論を出したい。

答

背
景
　所信表明で「政治は命を守ること」であり、まず取り組むべき事は「地震・津波対策」

とある。東日本大震災（平成23年発災）後、令和３年には「津波避難施設空白域」が解

消され、令和５年には「湖西市津波防災地域づくり推進計画」が作成された。また、令和７

年を目途に「防潮堤の方向性」が示される予定である。

山口　裕教�議員

　民間保育施設の新設や既存施設の定員拡充を図り、来年度に予定していた民
間保育施設の公募などを計画通り推進するか、別の方法を進めるのか。

問

　令和７年４月の入所待ち児童の状況や直近の出生児数などの分析は必要と考える。

その上で、民間保育施設の新設や既存保育施設の定員拡充を進め、入所枠を確保し

ていく。

答

背
景
　令和６年度に湖西市全域の就学前児童の保護者を対象に実施した子育てアンケー

トでは「保育園・こども園などの保育施設の拡大」を望む回答が最も多かった。
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市長所信表明について

市長所信表明について

市長所信表明について

竹内　祐子�議員

柴田　一雄�議員

佐原　佳美�議員

　県議会議員としての活動において、これまで湖西市の人口減少をどのように
捉え、今後の施策に活かしていくのか。

問

　デマンド交通の拡充について、具体的にどのようにされるのか。問

　「実態に即した避難訓練の実施や福祉避難所の設置運営」について
①医療的ケアを必要とする障がい児者や高齢者、妊産婦などの要支援者を含む

避難訓練を地域で実施すべきではないか。
②福祉避難所に指定されている施設から「避難所運営準備予算が必要。有事の連絡方
法など確認したい。」などの要望がある。

問

　「少産多死」の時代を迎えており、若者が進学や就職を機に外へ流出する一方、製

造業が盛んで男性が就職を機に市内へ流入し、若年女性の比率が少ないと認識して

いる。県議会議員の活動を通して、長泉町が印象に残っている。魅力的な自然や就労でき

る職業が多く、交通の利便性が人口増加につながってきたと考えている。今後、湖西市の

持つ地域資源や特性を最大限活かし、進めていきたい。

答

　「コーちゃんタクシー」は、現在は運行していない土曜日・日曜日の運行や、18時

台以降への運行時間帯の拡大、また、乗降できる指定施設をよりきめ細かく設定す

るなど、より多くの市民の皆様に利用していただけるよう、拡充を図っていきたい。まずは、

市民の利用ニーズを把握・分析し、民間の運行事業者との協議・調整や地域公共交通会議

での議論を踏まえて進める。

答

　①医療的ケア児者の避難訓練は県全体の課題である。県で実施予定の現状把握を

踏まえ、それぞれの実情に合った訓練ができるよう地域と一体となって取り組んで

いきたい。

②福祉避難所となる事業所の意見を聴きながら、医療機関、民間企業など、多くの方の力

を借りて課題の解消に取組むとともに、一般避難所における要配慮者の心身の健康確保に

ついても環境整備を進めたい。

答

背
景
　「みんなが選んだ湖西市５大ニュース2024」で、市民の投票数第1位に「湖西市長

交代。影山市長から田内市長へ」が選ばれた。この結果からも新市長の市政運営に向

けた舵取りには多くの市民が注目しており、新市長の方針を確認する。

背
景 　所信表明で市長の選挙公約の４つの柱について伺う。

背
景 　市長の所信表明演説を拝聴し、より具体的な考えを確認したい。
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市長所信表明について

市長所信表明について

市長所信表明について

神谷　里枝�議員

相曽　桃子�議員

楠　浩幸�議員

　市長が掲げる製造業基盤の維持に加え、農業、水産業、観光、スモールビジ
ネス支援による多様な産業育成と、多角化推進や新産業分野の具体的支援策は。

問

　外来患者の増加について、どのように取り組んでいくのか。問

　湖西を元気にする方策の一つとして「障がい者の雇用促進」を表明されたが、
どのように取り組むのか。

問

　製造業が湖西市の産業の主軸だと認識しているが、もう一本柱が必要だと考えて

いる。湖西市としてポテンシャルが高い農業、漁業などの第１次産業を組み合わせ

た観光事業の可能性を考えている。併せて、ファッションやデザインなどのスタートアッ

プ企業を誘致したいと思っている。静岡県が進める「ファンドサポート事業」の活用など、

県との連携を強化して進めていく考えである。

答

　患者の症状に関わらず幅広く対応する「総合診療科」の医師が次年度、常勤予定で

あることから、市立湖西病院が目指す湖西版「コミュニティ・ホスピタル」の実現を

推進し、多様な市民の医療ニーズに応えることで、患者数の増加を目指す。

答

　障がい者の法定雇用率の引き上げが実施されていることを踏まえ、受け入れ企業

が円滑に対応できるよう県、特別支援学校など各関係機関と連携し、企業向けの支

援制度を広く周知したい。継続就労するには、障がいの特性に合った仕事に就けるか、職

場の理解や柔軟な勤務体制が取れるかが重要であり、事業所にも合理的配慮が義務化され

たことからも継続就労に繋がる取り組みを進めたい。

答

背
景
　湖西市の課題解決に向けて、市長は４つの柱を提案したが、限られた財源の中で

の政策の優先順位や具体的な実現手法、市民・議会との協力体制が求められる。と

りわけ、湖西市を元気にする産業振興について新市長の考えを問う。

背
景
　湖西市は公共施設の再編計画が現在進行中である。給食センター、消防防災セン

ター、市役所、子育て支援施設、市立湖西病院と限られた財源の有効活用と堅実で

持続可能な財政運営が求められている。大きな決断が求められる事業が続く今後の方針を

伺う。

背
景
　新市長をお迎えしての最初の議会であり、今後4年間の舵取りをどのように行い、

市長の目指すまちづくりを進めるのか、表明された内容の方針や具体策を伺う。
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市長所信表明について

市長所信表明について

市長所信表明について

山本　晃子�議員

荻野　利明�議員

寺田　悟�議員

　教育ＤＸの推進に関して、IT 先進国のスウェーデンでは子どもたちの集中
力が続かない、考えが深まらない、などの弊害が出ている。2022年の国際学

習到達度調査では、「読解力」と「数学的応用力」「科学的応用力」が、前回の調査から
順位を下げたことで、紙の教科書への見直しが進んでいる。このような状況や指摘
をどうお考えか。

問

　中小、小規模企業に対する具体的支援策があるか。問

　歴史と観光を繋げるまちづくりについて市長の考えは。問

　興味深い話だと思う。紙の教科書の方が教育効果が出てくるのかもしれないとい

う事に関して、市の職員、教育委員会と一緒に深く研究をしていきたい。
答

　地域経済の基盤を支える重要な存在であり、その振興が市全体の活性化につなが

ると考える。具体的には、商工会などの専門機関と連携し、経営相談をはじめとし

た課題への対応、展示会への出展補助やDX化にかかる経費の補助など、実効性のある支

援に取り組んでいく。中小企業や小規模事業者が元気になれば、市全体の経済が活性化し、

結果として『元気な湖西市』の実現に大きく寄与する。

答

　現在、中根金作庭園ツアーでは、舟運と新居関所周辺のまち歩きを組み合わせた

ツアーを実施するなど、歴史と観光を繋げる取り組みを行っている。今後も観光客

の様々なニーズに対応するよう、歴史的資源と観光資源を繋ぎ合わせたコンテンツを磨き

上げるとともに市内外に広くＰＲしたい。舟運は、新居関所と舞阪を繋ぎ、昔の「今切の渡し」

を再現する必要があると思っており取り組みたい。

答

背
景 　市長の所信表明を拝聴し、お考えを確認させていただきたいため。

背
景
　「湖西市を元気にする」と言っているが、大企業ばかりを応援する市政ではなく、

中小業者をもっと応援することで、市内に活気が出て元気な湖西市になると考える。

背
景
　湖西市は、歴史的な要衝地域であり多くの名所旧跡が存在しているほか、「昭和の

小堀遠州」と言われた世界的造園家中根金作氏とその子孫が手掛けた名庭園が多数現

存している。
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市長所信表明について

福永　桂子�議員

市長所信表明について

委員会の活動を報告します
●福祉教育委員会（行政視察）

　こども家庭センター設置に必要となる人
材やその業務のほか、事業の具体的取り組
みを確認した。こども誰でも通園制度は市
民ニーズが高く、利用を促す工夫がされて
いた。本市にあった妊娠期からの子育て世
帯の孤独・孤立防止支援体制を早期に整え
られるよう、市への提案の参考とした。

と き
場 所

令和６年10月16日　千葉県松戸市
17日　埼玉県行田市

内 容
こども家庭センター
こども誰でも通園制度ほか

二橋　益良�議員

　財政の硬直化は懸念するところである。建設ありきでなくどう知恵を絞るか
が問われる。湖西市の財政状況を踏まえどのようにお考えか。

問

　「地域の活力維持に向けた施策とその実現」についてこれからの北部・南部の
まちづくりについての方向性は。

問

　歳入では、経済動向や税制改正の動きにより安定的な収入への影響が懸念され、

歳出では物価高騰や社会保障関係経費の増加が見込まれ今後の財政運営も厳しい状

況である。建設事業にあたっては、財政負担の軽減・平準化が重要である。「湖西市公共施

設等総合管理計画」に基づき、現状と課題を把握し長期的な視点で施設の更新・統廃合長寿

命化を計画的に進める。

答

　地域コミュニティや地域活力の維持・向上を測るため、ゆとりある住環境の整備

とともに、公共交通で市街地と連携し、不足する機能を相互に補完することが重要

である。一方で、まちの賑わいづくりの視点として、自然環境を活かした観光・レクリエー

ションの場としての可能性も高く、今後、市として取り組みを検討する。

答

背
景
　消防防災センター建設をはじめ、給食センターなどの建設計画はもとより新庁舎、

湖西病院といった大型施設建設計画が立案されようとしている。まちづくりの将来

計画に合わせ都市機能誘導区域との関連が欠かせない条件となる。

背
景
　「人口の減少が顕著となっている北部や南部地区のコミュニティの活力維持にも注

力し、既存集落における空き家対策をはじめ、従来からの宅地の利活用を促す」こと

について、地区の多くは市街化調整区域であり、土地利用が制限されているため、人口減

少や地域活性化の停滞を招いている。コンパクトシティ政策が進む中で、今まさに持続可

能なまちづくりに向けた具体的な方向性が求められている。

10 そこが聞きたい！！一般質問



当日の報告内容、意見交換の内容に
ついては、実施報告書をご覧ください。
市議会のウェブサイト
または議会事務局で
ご覧いただけます。

議会報告会（市民との意見交換会）を開催しました

６会場
参加者�61名

令和6年10月及び11月に議会報告会（市民との意見交換会）を開催しました。
議会の活動報告の後、地域の課題について意見交換会を行いました。

�防災、教育、学校再編、環境、自治会、市議会など、皆様からいただいた貴重なご意見は、課題を�
整理し、今後の市議会の改善や政策提言など、市民の皆様の声を議会活動に反映していきます。

�いただいたご意見を参考にし、次年度以降の開催に向けてより有意義な報告会（意見交換会）と
なるよう取り組んでまいります。

　● 様々な意見、回答が聞けてよかった。
　● 時間が足りなかった。
　● 現役世代の声が聞きたかった。
　● 市民の声を行政に生かしてほしい。
　● �議員が湖西市を真剣に考え良くしようと
考えてくれているので嬉しかった。

　● �もっと多くの人に参加してもらえるよう
に告知したほうがいい。

テーマ「地域の課題等について」

開催日 会　場 参加人数

10月30日水
太田公民館 � 9人
梅田コミュニティセンター 10人
宮本集落センター 13人

11月9日土
南上の原きずな館 � 7人
表鷲津多目的ホール � 7人
新居地域センター 15人

合　　計 61人

〈報告内容〉
　● 市議会の概要
　● 令和６年９月定例会の報告（一般質問・決算審査）
　● 令和６年における議会・委員会活動の紹介

〈参加者の状況〉

〈意見交換〉

〈アンケート記載のご意見（議会報告会に対して）〉
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　令和６年は定例会を３月、６月、９月、12月に開催し、臨時会を１月、４月、11月に開催しました。
　また、必要に応じて委員会を開催し、議案の審査などを行いました。こうした１年間の議会活動の
概要を報告します。

令和６年の議会活動を報告します

定例会等の開催状況

委員会等開催状況

※「原案可決」には専決処分の「承認」、人事案件の「同意」、決算の「認定」が含まれています。
※令和６年12月議会（令和７年１月21日）分まで集計

※常任委員会・特別委員会には勉強会などの開催日数も含まれています。

区　　　分
定 例 会 臨時会

合 計
３月 ６月 ９月 12月 １月 ４月 11月

会 期 の 日 数 35 16 35 33 1 1 1 122

本 会 議 日 数 6 5 5 4 1 1 1 23

議
　
　
　
案

市
長
提
出

予 　 算 12 6 5 5 2 － 1 31

条 　 例 11 － 9 9 － 3 － 32

そ の 他 19 7 17 3 3 1 1 51

議 員 等 提 出 1 1 2 － － － － 4

合 　 　 計 43 14 33 17 5 4 2 118

審 議
結 果

原 案
可 決 43 14 33 17 5 4 2 118

請 　 　 願 － 1 1 － － － － 2

一 般 質 問 者 数 15 16 11 13 － － － 55

傍 聴 者 数 49 63 84 40 － 1 2 239

常任委員会
議会運営委員会 議員全員協議会

総務経済 福祉教育 建設環境
会議日数 22 22 20 18 16
傍聴者数 2 7 0 6 0

特別委員会
予　算 決　算 広　報 広　聴 議会活動推進

会議日数 4 3 21 17 11
傍聴者数 0 4 0 0 0
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行政視察実施状況一覧

委員会名 実施日 行先 視察内容

建設環境 � 1月29日（月） 千葉県船橋市 高瀬下水処理場について

広報特別 � 2月 � 6日（火） 奈良県王寺町 議会だよりについて

総務経済 � 4月26日（金）
静岡県焼津市
　　　島田市

新庁舎の建設について

総務経済 � 5月17日（金）
愛知県常滑市
　　　高浜市

新庁舎の建設について

建設環境
� 8月22日（木） 群馬県高崎市 空き家緊急総合対策について

� 8月23日（金） 東京都調布市 花いっぱい運動について

総務経済 10月16日（水）
愛知県豊橋市
　　　新城市

道の駅管理運営事業について

福祉教育
10月16日（水） 千葉県松戸市 子育て支援事業について

10月17日（木） 埼玉県行田市 子育て支援事業について

議会活動推進
議会運営

10月22日（火） 大阪府大阪狭山市
議員定数の見直しを含めた議会改革
の取り組み・議会運営について

広聴特別
11月21日（木） 三重県伊勢市 高校生議会について

11月22日（金） 愛知県西尾市 議会報告会について

請願・陳情の受理状況 議員数（令和7年1月31日現在）

区　分 請　願 陳　情
件　数 2件 2件

条例定数 現在数
18人 18人

議員の報酬等（令和7年1月31日現在）

※期末手当額＝（報酬月額 ×1.40（加算率））×支給割合

区　分 報酬月額
期末手当支給割合

６月
支給割合1.70月分

12月
支給割合1.75月分

合計
支給割合3.45月分

議 　 　 長 410,000円 975,800円 1,004,500円 1,980,300円

副  議  長 375,000円 892,500円 918,750円 1,811,250円
常 任 委 員 長 350,000円 833,000円 857,500円 1,690,500円議 運 委 員 長
議 　 　 員 345,000円 821,100円 845,250円 1,666,350円
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湖西市議会
公式サイトも
ご覧ください

次回は
令和７年5 月 15日 発行予定です
発行／湖西市議会
〒431-0492�静岡県湖西市吉美3268番地
TEL.053-576-4791 ／ FAX.053-576-0331
https://www.city.kosai.shizuoka.jp/gikai/index.html

議会だよりのアンケートに�
ご協力ください。

市議会からのお知らせ

編集：広報特別委員会（◎は委員長、○は副委員長）

３月定例会の予定

◎加藤　治司　　○相曽　桃子　　　滝本　幸夫

　山口　裕教　　　寺田　　悟　　　山本　晃子

日 月 火 水 木 金 土

16 17 18 19 20
10：00 ～　
本会議第１日

21 22

23 24 25 26 27 28 1

2 3 4
10：00 ～　
本会議第２日

5
10：00 ～　
本会議第３日
（一般質問）

6
10：00 ～　
本会議第４日
（一般質問）

7
10：00 ～　
本会議第５日
（一般質問）

8

9 10
9：30 ～
予算特別
委員会

11
9：30 ～
予算特別
委員会

12
9：30 ～
予算特別
委員会

13
10：00 ～
総務経済
委員会

14
10：00 ～　
福祉教育
委員会

15

16 17
10：00 ～　
建設環境
委員会

18 19 20 21
10：00 ～　
本会議第６日

22

予定が変わることもありますので、
最新の情報はウェブサイトで
ご確認ください。

　広報を配布する自治会負担を軽減するため、令和７年３月定例会号（5月15日発行）から、
議会だよりの発行方法を変更します。

発行方法 ●広報こさいとあわせて

発 行 日 ● �5/15、8/15、�
11/15、2/15

ページ数 ● 4ページ

発行方法 ●議会だより単体

発 行 日 ● �5/15、7/31、�
10/31、1/31

ページ数 ● 14 ～ 16ページ
※�議会だよりに掲載しない内容は
ウェブサイト等に掲載予定

変更前変更前 変更後変更後

№211
令和７年２月 28 日発行

３月定例会
会期日程

議会だよりの発行方法を変更します。


